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〈道徳部会 〉

研 究 主 題

「道徳的価値及び人間としての生 き方についての 自覚を深める道徳の時間の指導 と評価の

在 り方」

研 究 の概 要

今 次 の学習指導 要領 の改訂 にお いては 、学校 教 育全体 で取 り組 む道徳 教育 のか なめ と し

て の道徳 の時間 の役割 と重 要性 が強 調 され 、そ の特性 を一層 明確 にす るた め 、 「道徳 的価

値 」 の 自覚を深 め るこ とを加 え改善 が図 られ た。

そ こで 、標記 の研 究主題 を設 定 して 、生徒が道徳 的価 値 の 自覚 を深 めるよ うな道徳 の時

間 の授 業展開 の工夫 につ いて研 究 を進 め、生徒の道 徳的 価値 に対す る深ま りを とらえ る と

と もに、教師 の指 導法 の改善 に資す る授 業評価 の一 方法 の開発 を試み た。

研 究の 方法 と して は、 「道 徳 的価 値 の 自覚」 につ い て押 さえ てお く3つ の事 柄(後 述)

に基 づ き 、授 業 にお け る評価 の観 点 を明 らかに し、授 業 中の生徒 の発 言 を中心 と した授業

記録 及 び 中心場 面で の ワー クシー トの記 述 を基に分析 を行 い 、追究 した。

皿 研 究 の 内 容

1研 究 の基本 的な考 え方

(1)道 徳的価値 及 び人間 と しての生 き方 につ いて の 自覚 を深 め る指 導

道 徳 的価 値 の 自覚 につ いて 、 「中学校 学習指導 要領 解説 一道徳 編 一」(以 下 「解 説 」 と

略 記)及 び 「中学校 心 に響 き、共 に未 来を拓 く道 徳 教育 の展開(文 部科学省)」 に、 「発

達 に応 じて多様 に考 え られ るが 、次の3つ の事柄 を押 さえてお く必 嬰が あ る」 として 、以

下 が挙 げ られて い る。

道徳 的価値 を理 解す る こ と

自分 とのかかわ りで 道徳 的価値 が とらえ られ るこ と

道徳 的価値 を 自分 な りに発 展 させ てい くことへ の思 いや課 題 が培 われ る こ と

ま た 、この3つ の事 柄 は 、 「道 徳 的価 値 の 自覚 に至 る認 識 の構 造 をな して い る」 とも述

べ られ てい る。

そ こで 、本 部会 では 、上記 の アか らウまでの3つ の事柄 を踏 まえ た発 問構 成や 終末 の 工

夫 な ど、道徳 の時 間の指 導過 程 を工夫 す ることで、道 徳的 価値 の 自覚 の深 ま りを と らえ る

こ とがで きるの ではないか と考 え 、研 究 を進 めた。

(2)道 徳 教育 に おける評 価

「解 説 」 には 、教育 にお け る評 価 に つい て、 「生徒 に とって は 自分 の成 長 を振 り返 る契

機 とな る もので あ り、教 師 に とって は指 導計画や 指導 方法 を改善す る手掛 か りとな る もの

で あ る。」 とあ り、 さらに τ生 徒 の よい 点や進 歩 の状況 な どを積極 的 に評価 す ると とも に、
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指 導 の過 程 や成 果 を評 価 し、指 導の 改善 を行い学習 意欲 の 向上 に生 かす よ うにす る こ と」

と示 され て い る。 ま た、道 徳 教育 にお け る評価 につ いて は、 「生徒 の道徳 性 に つい て は 、

常 にそ の実 態 を把握 し指導 に生 かす よ うに努 め る必 要が あ る。」 とあ り、r道 徳教 育 の評価

につ い て も、生徒 自身 に よる 自己評価 を生 か して新た な 目標 への努力 を支援 す る とともに 、

生 徒 の道徳 的 な よ さや 道徳 的成 長 に対す る共感 的 な理解 に基づ い て指導計 画や指 導 方法 を

評 価 し、そ の結果 を指導 の改 善 に生か してい くこ と」 を求 めてい る。

したが っ て、道 徳教 育の評 価 は 、教 師 が生徒の人 間的 な成 長 を見守 り、 よ りよ く生 き よ

うとす る努 力 を評価 し、勇気 づ け る働 きを もつ もの であ る と考 える。

2研 究 の内容 と方 法

本 部会 で は 、上記 の基本 的 な考 え方 を踏 ま え、道徳 的価 値 の 自覚 を深 め るための3っ の事

柄 に基 づ い て発 問 を吟 味 し、指 導過 程 を構 成す る と ともに、生徒 の発言や ワー クシー トの記

述 な どにつ い て各 授 業にお け る評 価 の観 点を作成 して分析 を行 った。

(1)「 道徳 的価 値の 自覚 を深 め る ための3つ の事柄 」に基 づ いた指導過程 の構成

「中学校 心 に響 き、共 に未 来 を拓 く道徳 教育 の 展 開(文 部 科学省)」 に基づ き 、道徳

的価 値 の 自覚 を深 め るため の3つ の事柄 を以下 の よ うに と らえた。

〔ア 道働 価儲 酬 すること 〕
生徒 は、道 徳 の時 間で 、資 料 中の登 場人物 の行 為や その 時間 で発表 され る他 の生 徒の発

言 な どを手 がか りに道徳 的価 値 を理解 す る。 そ の際 、生徒 の認 識 能力や 心情等 の発 達 に よ

っ て道徳 的価値 を理解 す る深 ま りは 異な る。しか し、道徳 的価値 の理解 の基 盤 に あるのは 、

生徒 各 自の 体験 で あ り、そ の体験 を通 しては ぐくまれ た ものの 見方 、考 え方 、感 じ方 で あ

る。 道 徳的 価値 を理 解す る こ とは 、人間 と して ど うす れ ばいい のか とい う人 間理解 にっ な

が る。 さ らに、道徳 の 時間 の資料 を基 に他 の生徒 の考 え を知 った り、他の 生徒 の考 え を 自

分 の それ と比較 した り吟 味 した りす るこ とを通 して 、他者 理解 を深 め るこ とが で きる。 っ

ま り、人 間理解 や他 者理 解 を深 め、人聞 と しての生 き方 につ いて考 え を深 め るこ とであ る

と考 え、それ を評価 す る観 点 を定 めた。

イ 自分 自身 とのかかわ りで 道徳的 価値 が と らえ られ る こと

生徒 は、 上記 の 人間 理解 、他者 理解 を踏 まえて 、 自己理 解 を深 める。 自分 自身 とのか か

わ りで道徳 的価 値 を とらえ る こ とは、ね らい とす る道 徳 的価値 を生徒 自身 が 自らに問いか

け 、人 間理解や 他者 理解 を踏 ま えなが ら、 自分 の こと と して 考 える こ とであ る。 つ ま り、

この よ うに 、生徒 が 自分 な りに道徳 的価値 を とらえ直す こ とを通 して 、 自己理解 を深 め る

こ とであ る と考 え、それ を評 価す る観 点 を定 めた。

〔 ウ 道鮪 価値舶 分な りに発展 させてし・〈ことへの思 いや課題が培われ ること 〕

よ りよ く生 きたい とい う思 い には 、 自分 が生 きて い く上 での課題 な ど、 これ か らの 自分

自身 の生 き方 につ な が って い く発 展的 な思 いや 課題 を見 いだ して い くこ とが必 要 であ る。

っ ま り、道徳 的価 値 を自分 な りに発 展 させ てい く こ とへ の思 いや課題 を培 うことは、道徳

的 価 値 が 自分 自身 の 生 き方 と具 体的 に どうかか わる かを 見いだす ことで あ る と考 え、 それ

を評価 す る観 点 を定 めた。

ただ し、ア か ら ウまで の3っ の事柄 を 、道徳 の時 間の指導過 程の 中 に機 械的 に割 り振 る
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こ とでは ない。 道徳 の時間 の資料 を基 に、生徒が 主体 的 に考 えた り、他の 人の意 見 を聞 い

て 自分 の意 見 と比較 した り、 自己の 内面 に 目を向 けるな どの 活動 を通 して、道徳 的 価 値 の

理 解 や 「人 間 理解 ・他者理 解 」 か ら 「自己理 解」 へ 、 「自己理解1か ら 「自己 の課題 の発

見 」へ とい う思考の流 れを踏 ま えた指導過程 を槽成 す る。

(2)這 徳 的価値 の 自覚 の深ま り

本 部会 で は 、アか らウまで の3つ の事柄 を踏 ま え、道 徳 の授業 にお け る価値 の 自覚 の 深

ま りを下 の図の よ うに考 えた。

道徳の授業における価値の自覚の深まり

(区 分)

回
[
▽
画
[
▽
團

授業 を行 う前の段 階 にお いて

も、生 徒は これ までの学 習や 生

活経験 か ら、それ ぞれ 固有 に道

徳 的 価値 にっい て 自覚 を して い

る。 そ こで 、 この図 では 、ア か

らウまでの3つ の事柄 を踏 ま え

た指導過程 を工夫す るこ とに よ

り、授業 後 に生徒 の道徳 的価 値

の 自覚 が一層 深 まってい く様 子

を表 して いる。

本 研究 では 、この よ うに 、指

導 過程 の工夫 を図 って い くこ と

とす る。

(3)評 価の観 点

2っ の検 証授業 にお い て、生徒 の道徳 的価値 の 自覚 の深 ま りを とらえ る評価 の観 点 を、

それ ぞれ 以 下の よ うに設 定 し、授 業 後 に分析 を行 った。

事 例1 事 例2

{主 題 名)

〔内容項 目)

〔資 料 名)

信 頼 ・友情 生きる喜び

内容 項 目2-(3) 内 容 項 目3-(3)

「い っ も一 緒 に 」 「偽 りの バ イ オ リ ン」

国 遺徳的価値を理

解す ること

真の友情や友情の尊 さを理

解 しているか。

人 間は内に弱 さや醜 さをもつ と岡

時に 、強 さや気 高 さを併せ もっ こと

を理解 しているか。

団 自分 とのかかわ

りで 道 穂 的 価値 が

とらえられること

「信 頼 ・友 情 」 とい う価 値

が 、 自分 に とっ て ど うい うこ

とな のか を 考 えて いる か。

「弱 さや 醜 さを克 服 し生 き る 喜 び を

もつ 」とい う価 値 が 、自分 に とっ て ど

うい う こ とな の か を考 え てい るか 。

圏 道徳酌価値 を自

分 な りに 発 展 させ

て い く思 い や 課 題

が培われ ること

「信 頼 ・友情jと い う価値

が、 自分 自身の生 き方 と具体

的に どうつなが るかを考 えて

い るか。

「弱 さや醜 さを克服 し生 きる喜 び を

もつ」とい う価値が 、自分 自身の 生 き

方 と具 体的 にど うつ なが るか を考 え

てい るか。
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N指 導 事 例

◇ 事例1〈 第1学 年〉

本 事例 は 、 「道徳 的 価 値 の 自覚 」 を深 め るた めに 押 さえて お く3つ の事 柄 に基 づ い

て 発 問 を吟味 して指 導過 程 を構成 す る とともに 、授 業 中 の発 言や 観 察及 び授 業記 録 の

分析 か ら道徳 的価 値 の 自覚 に対す る深 ま りを と らえ よ うとす る もので あ る。

1

2

3

4

主 題 名 「信頼 ・友情 」(内 容項 目2-(3))

ね らい 心 か ら信 頼 で き る友 達 を もつ こ との大切 さを理解 し、友 情 を育 てて い こ うとす る

態度 を養 う。

資料 名 「いっ も一緒 に」(文 部省 道徳教 育推 進指 導資 料(指 導 の手 引き)2・ 平成2年)

資 料 の概 要

真 理子 は 、仲良 しだ った み ゆ き胆バ レーボール 部 の レギ ュラー に なった ときか ら、 以前 の

よ うに素 直 に振 る舞 えな くな る。 真 理子 は、 同級 生 の恵子 た ちの誘 いにの って、み ゆ きを無

視 し、み ゅ きの訴 え に も心 を 閉 ざす 。 しか し、恵 子 の友人 評 を通 して、 自分 に とって本 当の

友 達 とは何 か を考 える。

5価 値 の 自覚 を深 め るための 工夫

本 授 業で は、道 徳的 価値 の 自覚 を深 め るた めの3つ の 事柄 「ア 道徳 的価 値 を理解 す るこ

と」、 「イ 自分 とのか かわ りで道徳 的価 値が とらえ られ る こ と」、rウ 道徳 的価 値 を 自分 な

りに発展 させ てい くこ とへ の 思 いや 課題 が培 われ る こ と」 を、順 を追 って生 徒が 考 え る こ と

が で き るよ うに発 問 を設 定 した。 しか し、 日常生活 の体 験等 の違 いに よ りrア 」 と 「イ」 が

同 時 に起 こ る生徒 もいれ ば 、 「イ 」 と 「ウjが 同時 に起 こる生徒 もい る と考 え られ る。 そ の

た め 、下記の 「発 問の意図」 につ いては 、お およその 目安 と考 えて 、指導過程 を構成 した。

発

問

1

発

問

2

発

問

3

発 間 の 意 図

{矯1}真 理 子 がみ ゆ き に 「な によ。 私 はあん た の宿題係 じゃ ないんだ よ。 自分 でや

うてよ」 と強 く反発 した のは、本 当は どの よ うな気持 ちか らです か。

⇒ ア 道働 価髄 理肘 ること
*友 情 は大切 な もの であ るが、反 面 、壊れや す い もの でもある こ とを考え

させ る。

〔発翻 真理 子 は どん な気持 ちか ら一緒 に帰 ろ うとい う恵 子の誘 い を断っ たの です か。

⇒ イ 自分 とのかか捌 で道徳的鮪 がとらえられ ること

*「 信 頼 ・友情 」 とい う価値 が、 自分 に とって は ど うい うことなのか を考

え させ る。

幌蘭}こ の 出来 事 を通 じて 、真理 子 の 心の 中で 、 「友達 」 とい う言 葉 は どの よ うな

意 味 を もっ よ うに なっ た と思 います か。

ウ 道徳的価値を自分な りに発展させ てい くことへの思いや課題が培わ

⇒
れ る こと

*「 信頼 ・友情 」 とい う価 値が 、自分 自身 の生 き方 とど うつ なが るか を考

え させ る。
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6授 業記録か ら

〔 ア 道徳的価値 を理解すること 〕

{鍋11真 理子 が み ゆきに 「なに よ。私 はあんた の宿題 係 じゃない んだ よ。 自分 でや

って よ」 と強 く反発 したの は 、本 当は どの よ うな気持 ちか らです か.

生徒A

生徒B

真理子 は、 レギュ ラーに なった みゆ きが うらや ま しい と感 じた と思い ます。

きっ と、真 理子 はみ ゆ きが当然 の よ うに考 えて い る ことに腹が 立 った か ら。

*友 情 とい う価値 は大切 な もの であ る とわか って い なが らも、感 情 の行 き違 いや

考 え方 の違 い か らき しみ を生ず る と壊 れや す い もので あ る ことに気づ い た.

〔 イ 自分 とのかかわ りで道鋤 価値が とらえら樋 こと 〕

〔尭問2)真理 子 は どん な気持 ちか ら一緒 に帰 ろ うと言 う恵 子 の誘 い を断 った のです か

生徒C

教 師

生徒C

教 師

生徒C

真理子 と恵 子の関係 は、真理 子 とみ ゆ きの関係 とは違 う と思い ます。

ど うい うふ うに違 うと思 ったの です か。

真理 子 は 、み ゆき には何 で も話せ る けれ ど、恵 子 とはそ うい う関係 では ない

と思 い ます。真理 子 は、み ゆ き とい る と安 心 で きるよ うな関係 だ と思います 。

どう して安 心で き るので しょ うね。

い っ も一 緒に いて、そ の中で育 って きた もの があ るか ら。 親 友 にな るにはそれ

な りの 時間 をかけて 、友情 を大 切 に育 てて いか なければ い けない と思 います 。

*生 徒Cの 発 言 に対 して 、教師 が 「ど うい うふ うに 違 う と思 っ たの で す か。」 と

反 問 した と ころか ら、授 業が 大き く展 開 した。 教師 の適切 な 問い 返 しに よって生徒

の意 識 が 自身 の内側 に向か って深 ま り、心 か ら信頼 で きる友 人 関係 とは どの よ う

な ものか にっい て 「自分 とのかか わ りで道徳 的価値 を とらえ られ る こ と」がで きた。

〔 ウ 道鮪 碗 を自分なりに撫 させていくことへの思いや醐 が培われること〕

〔翻3)こ の 出来 事 を通 じて 、真理 子 の 心の 中で 、「友達 」 とい う言 葉 は どの よ うな

意 味 を もつ よ うに なった と思 い ます か。

生徒D

生徒E

友情 は壊れ やす いか ら、互 い が互い の ことを きちん と考 えて育 て てい かな け

れ ば な らな い。 そ うしない と本 当の 友達 はで きない。

本 当の意味 での友達 はそ んな にた く さんで きない か も知 れ ない。 で も、これ か

ら時 間 をか けて 自分 に とって一生の 友達 とな る人 を でき るだ け多 く作 りた い。

*あ らた めて 「友達」 につ いて 問 い 、真 の友情や 友情 の尊 さを 自分 自身 の生 き方

とつ な げ る よ うに考 えを深 め させ た。 時 に、感情 の行 き違 いや 考 え方 の違 い か ら

生 ず る人 間 関係 の き しみ を、互 い に励 ま し合 い忠告 し合 える信 頼 関係 に よって克

服 し、真 の友 情を構 築 してい こ うとす る思いや課題 が培 われ た こ と解 うか が える。
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7ま とめ

この授 業 で は、互い の信頼 に基づ い た 「真理 子 とみ ゆき」の 関係 と、表面 的 な 「真理 子 と

恵子 」 の関係 との違 い に気 づかせ る こ とが、道 徳的 価値 の 自覚 を深 め る上 で重 要で あ る。 こ

の違 いに 気づ くた めに は、 「真 の友情 」 とい う価値 を深 く理解 してい な けれ ば な らな い(参

照 「発 問 の意図 ア」)。 この違 いに気 づ いた とき、生徒 は これ まで の自己を振 り返 り、 心か ら

信 頼 で き る友人 関係 とは どの よ うな もの かを考 え始 め(同 「発 問の意 図イ」)、信頼 と尊敬 に

支 え られ た友情 をは ぐ くんで い こ うとす る思いが 生まれ る(同 「発問の意 図 ウ」)。

◇ 事例2〈 第3学 年〉

本 事 例 は、 「道徳 的価値 の 自覚 」を深 め るた めに押 さえてお く3つ の事柄 に基づい て授

業 にお け る評価 の観 点 を明 らか にす る とともに、授業 中の観 察及び 生徒の ワーク シートの

記 述 内容 の分析 か ら、道徳 的価 値の 自覚 に対す る深 ま りを と らえ よ うとす るもの であ る.

1

2

3

4

圭 題 名 「生 き る喜び」(内 容 項 目3-(3))

ね らい 人間 には 、弱 さや 醜 さもあ るが 、それ を克 服 して生 きがい を求 め よ うとす る勇気

や気 高 さに気 づい て人 間 と しての誇 りを大切 に生 きて い こ うとす る態 度 を育 て る。

資料 名 「偽 りのバ イオ リン」(自 作)

資料 の概 要(後 述)

バ イオ リン作 りの名 人で ある フ ラン クには、 ロ ビン とい う腕 のいい弟子 が いた。 あ る 日、

注 文 を受 けたバ イ オ リン作 りが間 に合 わ な くなった フラ ンクは 、 ロ ビンが作 ったバ イオ リン

を 自分 が作 った よ うに偽 っで 売 っ て しま う。 しか し、そ こか ら、フラ ンクの苦 悩 ぷ始 ま る。

5価 値 の 自覚 を深 め るた めの 工 夫

発

問

1

発

問

2

3

発

問

4

5

発 問 の 意 図

幌則 弟 子 の ロ ビンの ラベ ル を はぷ し、 自分 の ラベル を貼 うて しまった とき、 フ ラ

ン クは どの よ うな気持 ちに な りま した か。

⇒ 〔ア 鵜 的価髄 囎 すること 〕
*人 間 は強 さや気 高 さを もつ が、反面 、心 の 中には弱 さや 醜 さを もつ もの

であ るこ とを考 え させ る。

1頬2)フ ラ ンクが 日夜胸 を痛 め悩 み続 けてい た とき、 どん な気 持 ちで したか。

幌劇 ロ ビンに手紙 を出 した フ ラン クは、なぜ さわや かな気持 ちになれ たの です か。

ゆ 〔イ 自分とのかか捌 で道鮒 価働 ・とらえら樋 こと 〕

*「 弱 さや醜 さ を克服 し生 きる喜 びを もつ」 とい う価値 が 、 自分 に とって

は ど うい うこ とな のか を考 え させ る。

曉嗣 フラ ンクに とっ て、 自分 を取 り戻す旅 とは ど うい う旅 だ と思 い ます か。

暁周5}今日の授業 を通 して 、 どん な感想 を もちま したか。

⇒ ウ 道禰 価髄 自分 なりに発展させてし'くことへの思いや調 柵 わ
れる こ と

*「 弱 さや醜 さ を克 服 し生 きる喜 び を もっ」 とい う価 値が 、 自分 自身 の生

き方 とどうつ なが るか を考 え させ る。
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6ワ ー ク シー トの 記 述 か ら

ア 道徳的価値を理解すること

幌川 弟 子 の ロビンのラベル をは が し、 自分 のラベル を貼 って しま った とき、 フラ

ンクは どの よ うな気持 ちに な りま したか。

生徒A

生徒B

今 まで 妥協せず に打 ち込 んで きたので 、情 けな い気 持 ちでい っぱ いで した。

客 のバ イオ リニ ス トを がっ か りさせ た り、 自分 の価 値 を下げ た くな いか ら、

心 は罪悪感で い っぱいだ った けれ ど、開 き直 づて しまった と思い ます 。

*人 間は 、時 には罪悪感 を もち なが らも、 自分 の心 の 中の 弱 さや醜 さに流 され て

しまい がちで ある ことに気づい た こ とが見受 け られ る。

イ 自分 とのか かわ りで道 徳 的価値 が とらえ られ る こと

幌隣2}フラ ンクが 日夜胸 を痛 め悩 み続 けていた とき、 どん な気 持 ちで したか。

生徒C

生徒D

生徒E

自分 の弟 子 の ロビンに 申 し訳 ない気持 ち と師匠 と して情 けな い気 持 ちで した。

一 日で も早 く、 ロ ビンに本 当の こ とを言 って謝 りた い と思 っていて も、 なか

なか 口に出せ な くて 、毎 日毎 日同 じ思い で とて も苦 しんで いた と思 い ます。

ロ ビンに対 して の罪悪 感 で い っぱいで 、だ か らこそ 話せ な いで い る 自分 へ の

い らだ ちを感 じて いた と思い ます。

〔莞問3〕ロ ビンに手紙 を出 した フラン クは、なぜ さわや か な気持 ち になれ たの です か。

生徒F

生徒G

生徒H

正 直 に言 うこ とで 自分 の気持 ちを伝 え るこ とは 、 とて も大 切 な こ とだ と思 い

ます 。 しか し、わ た し自身 に とっては とて も難 しく、 とて も辛 い こ とです。

本 当の こ とを言 えず にいた け ど、 ロ ビンへ の手紙 をき っか けに 、誰 に ど う思

われ よ うと本 当の こ とは言わ なけれ ば な らな い と、胸の つか えが お りたか ら。

ロ ピンが許 して くれ るか は分 か らない けれ ど、 自分 の気 持 ちに嘘 をつか ず に

言 え たか らだ と思 い ます 。 わ た しは、人 間 は、 自分 の心 に は嘘 をつ い て はい

けない し、嘘 をつ けな い ものだ と思い ます。

*生 徒Fや 生 徒Hの 記述 か らは 、 「弱 さや 醜 さを克 服 し生 き る喜 び を もっ 」 とい

う価値 が 、 自分 自身 に とって は ど うい うこ とな のか を考 えて い るこ とが見受 け ら

れ る。 弱 さや 醜 さを克 服す る きっ かけ が何 であ るか につ い て考 え、 「自分 との か

か わ りで 道徳的価値 を と らえ られ る こと」が できて い る と考 え られ る。

〔 ウ 道鋤 価値 舶 分なりに発展 させていくことへの思いや瓢 が培われること〕

幌嗣 フ ラン クに とって 、 自分を取 り戻す旅 とは ど うい う旅 だ と思 います か。

生徒1失 った プ ライ ドや 自分 の気 持 ち 、曲が って しま った 自分 の信 念 を も う一度 取

り戻 すた めの旅 だ と思 います。

これ か らもっ とい いバイ オ リンを作 ってい こ うとす る決意 の旅 だ と思い ます。
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蘭5〕今 日の授 業を通 して 、 どんな感 想 をもちま した かe

生徒K

生徒M

生徒N

人 は 、少 し道 を間違 えて も、誰 かの一 言で 立 ち直 っ た り、誰 か に助 け られ た

りすれ ば、 また元 の道 に戻 る こ とがで きるんだな あ と思 いま した。

わ た しは 、フ ラン クの よ うには なれ ない。 嘘 をつ い た こ とは何 回 もある。 だ

か ら、人 にいや な 思 い を させ る、つ らい思 い をさせ る嘘 はつ か ない よ うに し

た い。また 、自分 のや った ことに対 して責任 を とるこ とを大 切 に したいです。

わ た しは 、一度 失敗 して もそ こか ら立 ち上 がれ るか 、 自分に勝 て る かが 一番

大切 だ と思い ます。 これ か ら、 もっ と 自分 を磨 きたい と思い ま した。

人 には欠 点 もあ るけれ ど、 いい 点 もあ る。嘘 を通せ ば 、他の 人 はそ の うち忘

れ て しま って も、自分 の心 の 中ではず っ と引っか か ってい るもの と思 い ます。

人 間 は、 自分 の 良心 に は逆 らえない と思い ます。

*「 弱 さや 醜 さを克服 し生 き る喜 び をもつ 」 とい う価値 が 、 自分 自身 の生 き方 と

どうっ なが るかを考 え させ た。 そ の結果 、 自分 の 弱 さや 醜 さに真 摯 に向 き合 うと

ともに 、人 間 と して の誇 りや 気 高 さをもって 、 自 らを奮 い 立 たせ る よ うな生 き方

を しよ うとす る思 いや 課題 が培 われ た こ とが うか がえ る。

7ま とめ

道徳 的 価値 を深 め るた めの3つ の事柄 「ア 道徳 的価値 を理解 す る こ と」、tイ 自分 との

かか わ りで道 徳 的価値 が と らえ られ る こと」、 「ウ 道 徳的 価値 を 自分 な りに発展 させ て い く

こ とへ の思 いや 課題 が培 われ る こと」 を、順 を追 って生徒 が考 える ことが で きる よ うに発 問

を設 定 し、 ワー ク シー トに記 述 させ た。 そ して、授業 中の観察 及び生 徒 の ワー ク シー トの記

述 内 容 の分析 か ら、道徳 的価値 の 自覚 に対 す る深 ま りを とらえ よ うとした。

道 徳 の授 業 で は、資料 に描 かれ て い る登場人物 の生 き方 を話題 としな が ら話 し合 うな ど し

て 、道 徳 的 価値 の 自覚 を深 め て い く。 しか し、 「ア1「 イ 」 「ウ」 にそれ ぞれ設 定 され た 発 問

に対 して 、 その 時そ の時の行 為 のみ に視 点 がお かれ て い る生徒 の記述 か らで は深 ま りは十 分

で はな い。 そ こで 、本授 業 の終末 で 、 ま とめの嬢 想 を記述 す る(発 問5吟 日の授 業 を通 し

て 、 どん な感想 を もちま したか。」)中 で 、生徒 の道徳的 価値 の 自覚 が一段 と深 ま って い る様

子 を とらえ るこ とが でき るよ うに した。

この授 業 で、 道徳的 価値 の 自覚 を深 め る上で重要 な ことは、人 間が弱 さや醜 さを もつ もの

で あ るこ とを理 解 して いな けれ ば な らな い(参 照 「発 問の意 図 ア」)こ とで あ る。 この こ と

に気 付 い た とき 、生徒 は これ まで の 自己 を振 り返 り、 「弱 さや 醜 さを克服 し生 き る喜び を も

っ」 とい う価値 が 自分 に とっては ど うい うことな のか を考 え始 め(同 「発 問の 意 図イ 」)、弱

さや 醜 さを克服 し真蟄 に生 き よ うとす る思 いが生 まれ る(同 「発 問 の意 図 ウ」)の で あ る。
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Vま と め と今 後 の 課 題

1ま とめ

「道 徳 的価 値 の 自覚」 につ い て押 さえ てお く3つ の事柄 に基 づ き、道徳 の時 間 にお け る指

導 と評価 の研 究 に、下記 の よ うな方 法で2つ の指導事 例 を基 に取 り組 んだ。

〔 道徳的価値の自難 深める3つ の輔 〕

ア 道徳的価値を理解すること

イ 自分との関わ りで道徳的価値がとらえられること

ウ 道徳的価値を自分な りに発展 させていくことへの思いや課題が培われ ること

1

1,

〕〔 資料 の指 導のね らい に従 っ て、 「ア」rイ」rウ」の指導(評 価)の 観 点 翻 確 化
凸

lI

〔識 の髄 ととらえ鱒 過髄 工夫するll麟 の評価及び道徳性をとらえる酬 とする〕
ll

卓
「 、

授 業 中の観 察 、授 業記 録(筆 記 記録 、録音 、録 画)、 ワー クシー ト、授業 後

の感想 文 な どを活用す る
L 」

毒
「

道 徳 の 時 間 に お け る 道 徳 性 の 深 ま り

」

1,
1「 「1

道徳の時間の指導と評価の在り方の改善
塾r』

この よ うな研究 に取 り組 んだ成 果 と して 、以下の こ と恭 挙 げ られ る。

(1)授 業者 が 、ね らい とす る道徳 的価値 の 自覚 を深 め るた めの3つ の事柄 に基づ いた観 点 か

ら、発 問や指導 過程等 、授 業 を構 想 す る一つ の方法 を明 らか にす るこ とが で きた。

(2)道 徳 の時間 にお け る道徳 的価 値 の 自覚 の深 ま りを、評価 の観 点 に基づ い て と らえ る こ と

がで き た。 また、 この こ とに よ り、生徒 の道徳性 を多面 的に把握 す るため の一 っの資 料 と

す るこ とがで き 、生徒理 解へ と効果 的 に発 展 させ る こ とがで きた。

(3)授 業 後、道徳 的価値 の 自覚 を深 め るための3つ の事 柄 に基 づい て授業 記録 や ワー ク シー

トの記述等 を分 析 した こ とに よ り、ね らい とす る価値 に 対す る生 徒の 見方 、感 じ方 、考 え

方 を把握 した り、指導 の一つ の評 価 方法 を明 らか にす る こ とがで きた。

2今 後 の課題

(Dア か らウまで の3つ の事柄 に基 づいて 作成 した評 価の観 点 は 、同 じ内容項 目で あ って も、

資料 や指 導過 程等 に応 じて さらに具体的 に設 定す るな ど、今 後 とも研 究 を深 めた い。

(2)道 徳 性の評 価及び 道徳 の時 間 に関す る評価 につ いて 、 こ こで は主 と して授業 中の生 徒 の

発 言や ワー ク シー トの記述 を用 いたが 、資料収 集 を多様 に しそ の活用 方法 に検 討 を加 え、

指 導 と評 価 の在 り方を改善 して い く手掛 か りと したい。

一1ag一



〈参考) 鴨井雅芳(自 作)

偽 り の バ イ オ リ ン

その 琶、 ドイ ツのブ レーメンとい う町のはず れに、バイ オリンを作る工房があ りま した。そこで は、フランクというバイオリン

作りの 名人 がせ っせ とバイ オリン作 りに励んで いま した。当時 はまた、槻械 で作る ということもなくすぺて手作 りで一つ一つ丁寧

に仕上 げていま した。仕 上がったバ イオリンの内側には作書の 名前の入 ったラベル を貼る ことにな って いたのですが、フラ ンクの

バイオ リン作 りは決 して 妥協を許さず、 柄得のいかない出来 のバイオ リンにはフ ランクの名のラベル を貼ろ うと しませんで した。

フラ ンク という名のλ ったバ イオリンは連 くか らわざ わざ實い束めにくる人もいるほどで した.
一人で コツ コツとバイオ リン作り1こ励んでいたプラ ンクの元にも、 したい に弟子 達が集ま ってきま した。その申の一人に ロビン

とい う弟子がい ました。ロビ ンはフラ ンクのバイ オリンの音色にあこがれ、遠 くボヘミアの地か らフ ランクの疲 を学び齪ろ うとや

って きたので した。ロビンはバイオ1」ン作 りに対する情 無もs才 能 も際だ って 他の弟子よ りあ りましたが、 自翁 に厳 しいフ ランク

は朗子達 にも厳 しく、 ロビンのラベルをパイオ1」ンに貼る ことをなかなか許 しませんで した。

十年 の歳月 が流れ、ロビ ンのバイオ リン作 りは磨力 が実り、円熟してきま した。そ して とうとう、 フランクか らロビンの 名が は

いったラベル を貼ることを許されたのです 。ロビンの バイオ リンはフランクのものと聞 き分け られないほどの素謂 ら しい 仕上が り

で した。ロ ビンはララ ンクに認められたうれ しさか ら、ますますバイ オ リン作りに熱がλ っていきま した。

そん居あ る日、 ドイツの著名なバ イオリニス トが、 フラ ンクバイオ リンのうわさを聞 きつけ、フランクを訪ねて きました。一 遇

間後の演 奏会で どう して もフ ランクの 作づたバ イオ リンで演奏 したいとい うのです。いくらフランクでもバ イオ リンが仕 上がるま

では最低で も一 ヶ月は必要で す。 しか も、フランクの名の入 ったバイオ リンは爵ぶように売れて しまうのです。ス トックは一つ も

あ りませ ん。フランクは迷 いま した。 フランクにと って、夢のよ うな話です.廣 墜会が成功すればフランクの名は ドイツ中 、いや

世界 に広 まるか も しれない。=度 とこんなチ ャンスは肪れないだ ろう。色々な ことがフラ ンクの頭の中を駆けめ ぐりま した。そ し

て、 あこが れの バイオ1」ニ ス トが自分の作 った バイオ リンで 演塁 してい る光景を懇岐 した瞬 間、「わ かりま した。 お引き受 け しま

しょう。」 と吾えて しまい ました。それからのフ ランクは、直事 もろくに服らず、徹夜の 日月で した 。何か にとりつかれ たように

ひ たすらバ イオリン作りに励みま した。そ して.紬 束 の当日、フランク は大 きなため息を漏 らしました。 どうしても間1こ合わ尽 い

の です。寝 も白規と明けてきま した。フランクはひ とり工薦の 中.逮 方 にくれて呆烹 と座 り込 んでしまいま した。紬菓の時間は、

刻 月とせ まって きます。朝 日が工房に差 し込み、ち ょうど工薦 に飾 って あるロビンの作 ったバ イオリンにあた っていま した。それ

をぼ一 っと見つめているう5、 フランクは ロビンの作ったバイオ リンに手 を伸 ばしていま し尼。そ してtOビ ンの ラベル をはが し、

フうンウの ラベ ルをきれいに貼,て しま ったのです。

その 日.細 束の時間にバイオ リニ ス トはiCPって きま したpフ ランクはもったいぶりなが らケースか らバイ オリンを取り出す と、

バイオ リニス トに手漉 しま した。「と って も』、い出 来ばえで す。 どうぞ、 ご覧くたさい、」バ イオリ=ス トはバ イオリンを手 にする

やいなや 弾き始めま した。する と、工房は一瞬時 間が止ま つたかのようで した。 工房の弟 子違は、思わず手 を休め見事な音色 に聞

き偲れて しまいま した.ロ ビンはそれ が自分の作 ったバイオ リンである ことにすぐに気がつきま したが、その揚の雰囲気のためか、

声が出ませんで した。

「これ は、す ごい。逸品だ.」 そう言い残す と嬉 しそうにバイオ リンを手 に して工房 を後に しま した.

演奏会 の当日、フラ ンクとロビンの姿が会場 の片隅にありま した.濱 秦後.合 場は大 きな拍手で包 まれ、 いつまで も途絶 えるこ

とはあ りませんで した.大 域功 を双めたの です。フラ ンクは終始、じっとバイオ リニス トの持 つバ イオリンを見つめていま したが、

フランクの姿 と対象的 にロピンの目にはなぜか涙があふれてい ました。

フラ ンクの元にはバイ オリニ ス トか らお礼の手 紙とともに巨額のお礼金が届きま した.さ らに、バ イオリニス トの使 ったバ イォ

リンは 、フランクのもの とあ って ドイツ中で有 名に葎 り、注文が殺到 甘るようになりま したが、フランクの心 は勇く、芯か ら唇ぶ

ことが できませんで した。そ して.一 日も早 くロビンに本当の ごとを話さ雇ければいけないと思いながら、 言い出せずに日査胸 を

痛め続 けていました。

演塁会 での悪動もだんだん醒曲て きた頃、工 房を訪れた客はフランクのバイオ リンよ り、 む しろロビンの 作ったバ イオリンを選

ぶよ うになって いきま した。 こぢらの方が、濡奏会の晒のバ イオリンの音た というのです。

演奏会 が成功 して、フラ ンクの工房も弟子が増 え、順囲にバイオ リンも売れ、 生活も裕 福になったのです が、 フラ ンクは活慨に

澗ちたバ イオリ ン工醒の中、弟子達のバイオ リン作 りを何も言わず、 ぼ一っと見て過ごす日幻が多くなって いきま した.注 文 に闘

に合わな ければ 出来のいい弟子達のバイ オリンにフランクのラベルを貼 って しまうことも しばしばありま した,フ ランク は全 く

自宕を見失 って いるかのよ うで した。

ロビ ンはそんなフラ ンク を見て いられませんで した.日 に 日に元気をなく していく,ラ ンクを見ているうち、Oビ ンは故郷の ボ

ヘミアの地へも どり、自分のバイオ1」ン工房を開く決心を したので した。

ロビ ンは自分の工 腸を持ち、何かが吹 っ切れたか のようにバイオリン作りに儒熱 を儒や しは じめま した。 来る日も果る 日も 自分

の音を束 めて、 直撃 にバイオ リン作 りに励轟ま した。 気に入らない出来 のバイオ リンには、 決 して ロビンの ラベル を貼る ことはあ

りませんで した.た ぢまち、ロビンのバイオリンはボヘミアの地でも有名にな りま した。
一方

、 ロビンのい疎くな ったフラ ンクのバイ オリン工肩は、 哀遍の 一途 を辿って いま した.と いうの も、 フランク工肩のバ イオ

リンは粗 悪なものが 多いとい う評判がたぢは じめて しまったのです。そ んなある日、フランクのもとヘー通の手紙が昼きま した.

ロビ ンか らです。「私はフ ランクさんのバイ オ リンの音色 に憧 れ、フランクさんの元でバ イオ リン作りを据 行できたことは、私の

生 涯の中で 、宝 伽を手にλれたよ うなものです.今 でも、フランクさんの 音を束めて、バ イオリン作 りに励んで いますが、まだ フ

ランクさ んの音を起 える私の作品はひとつもあ りませ んg… …」 とい う困宿 でした。モの手紙 を読み 終わる と、フ ランクの 目頭 は

熱 くな,て いま した.

そ して 、フランクは堰が切れたよ うに璽くの しかか っていた心 の中のEの を吐き出すかの ようにすべての ことを手紙に重いてO

ビンに出 しまし1E.フ ランクの心 はなぜか、今 日まで の積もり積 もOた 自員の念が吹 っ切れた ようにさわやかな気持ち「こ尽 りま し'
た.

それ か らの,ラ ンクは弟 子達を独 立させて、 た った 一人で再 び、バイ オリン作 りに励むよ うにな っていきま した。気1=λ らrsい

出来のバ イオ リンには、決 してフランクのラベル を貼る ことはな くな りま した。

それか らまもなく して、 フランクに夢のような話が舞い込んで きま した。再びバ イオ リニス トがフランクを肪ねてきたのです。
来年の コ ンサ ー トはフ ランクの新作 のバ イオリンで演秦 したい とのことで した。

フラ ンクrこと って臼分を取り戻す旅の蛤ま りで した,
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